
■上体そらしの測定

正し〈は、伏臥上体そらしの測定といいます。

年令・身体的個差などで、上体そらし機能の測

定値はそれぞれ異差のあるものです。測定法の

是・非で、測定値の信頼性が左右されますので、

以下の手順に従って、正しい測定を行ってくだ

さい。

測定を開始する前に、次の要領で準備をしますｂ

●床の上に、４５cm離れた２本の平行線を引く。

（長さは70～100ｃｍくらい）

●測定器１具につき検者・助手・記録者各１名

を任命する。

準備ができたら、下記の要領で測定をします。

1.被検者は、平行線の間に伏臥し、足をそれぞ

れの線まで広げ、両手を腰のうしろで組む。

2.検者は測定器をもって、被検者の頭部横側に

位置する。

3.助手は、被検者の開いた脚の間に後方からは

いり、膝で被検者の膝を軽くひらくようにお

さえ、体重をやや前にかけながら、両手で被

検者の大腿部をおさえる。

4.検者は測定器を被検者の正面から、被検者に

垂直方向に用意し、片手で測定器の④を保持、

他の手で。を軽く下方よりささえて⑧を被検

ほか

■用途にあった測定器を

ツツミは、身体・体力測定器の専門メーカー

として、４０種類以上の測定器を製作していますｂ

身体・体力の測定は、用途にあった測定器で、

正しい測定を行いましょう。

★身体・体力測定器のカタログ、資料集の必要な方はハガキ

でお申し込みください。

-）

７.被検者の上体のそりにつれ、検者は⑧を被検

者のあご先につけて動かす。この際、検者は

⑧の移動につれて④を床をすべらすように動

かせ、ｅが被検者のあご先から離れないよう

に注意する。

８.被検者のそらしが限界に達したら、検者は⑧

を降ろし、測定器を被検者からすばやく離し、

目盛上に残された指針の測定値を記録者に告

げ る。－

９．残された指針を指でもどし、測定を終る。

10.この要領で２回の測定を行い、その最高値を

もって、上体そらし能力とする。
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者のあごのさきにあて

被検者に「ハイ」等のあ

いずを与える。

5.被検者は、あいずによ

り伏臥の姿勢から静か

に上体をそらせる。

6.助手は被検者の下腹よ

り下部（大腿部・脚部

等）が床から離れない

よう、体重をかけて被

検者をおさえる⑤
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